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鹿児島市立病院事業管理者

坪内 博 仁

例年にも増して暑かつた今年の夏ですが、 8月 下旬を迎え、朝夕はやつと暑さが和ら
いで

まいりました。皆様方には、ご健勝にてお過ごしのこととお喜び申し上げます。まず、医療

連携という観点から、いつも皆様方には大変お世話になっておりますことに対し、心から感

謝申し上げます。

この度、 8月 1日 付で鹿児島市病院事業管理者兼病院長に就任いたしました。まず、簡単に、

自己紹介させていただきます。私は高知県出身で、昭和 47年 鹿児島大学を卒業後当時
の第

二内科に入局し、佐藤八郎教授、橋本修治教授、有馬輝勝教授にご指導いただき、平成
4年

宮崎医科大学内科学第二講座教授として宮崎に移 り、平成 17年 鹿児島大学消化器疾患
。生

活習慣病学教授として母教室に帰ってまいりました。本年 3月 末に定年で退職し、 4月 から

はHGF組 織修復 ・再生医療学講座特任教授として製薬会社とともにHGFの 創薬を目指した研

究を進めていました。

鹿児島市立病院は、鹿児島県下では大学病院以外の唯
一の 500床 を超えるベッドを持つ

公的医療機関です。また、本院は、皆様ご承知の通り、周産期医療、救急医療の面より鹿児

島県の医療において大変重要な役割を果たし、同時にそれらを基盤として病院としても発展

してまいりました。さらに、平成 23年 には地域がん診療連携拠点病院にも指定され、周産

期医療、救急医療に加えて、がん診療にも力を入れているところでございます。従
いまして、

今後とも、これらの医療の発展、充実に尽力することが、私の役割だと思っています。

現在、鹿児島市立病院は、平成 27年 の新築移転に向けて」T跡 地である上荒田町で新病院

の建設が進んでいます。すでに免震装置の敷設が終わり、これから建屋自体が徐
々に姿を現

すようになってまいります。この機会に、これからの 10年 、 20年 先の鹿児島の医療と
い

う観点から鹿児島市立病院の在 り方を院内においてもしっかり議論し、また、院外からも
ご

意見も拝聴して、それに沿つたハ
ー ド面、ソフト面での整備を行つてまいりたいと思つてい

ます。

医療資源が限られている現状では、とくに病診連携は地域医療の構築に重要です。皆様方

には、今後ともどうかよろしくお願い申し上げます。



新生児セ

鹿児島市立病院総合周産期母子医療センター

新生児科 部 長  茨   聡

昭和 51年 に山下家の五つ子が、鹿児島市立病院で成育に成功し、それを機会に昭和 54

年 11月 に周産期医療センター (新生児センター、分娩センター、保健指導室)が オープン

してから35年 が過ぎようとしています。

新生児セミナーは、周産期医療センターが設立されたのを記念して、周産期医療センター

および一般周産期医療施設の連携を念頭に、それらのスタッフの啓蒙と教育を目的に始まり、

今年で136回目を迎えようとしています。年4～ 5回開催され、日本における周産期医療のエキ

スパー トをお呼びし講演をしていただいたり、当新生児センターのスタッフによる講義や

保育器などの医療機械の使用法の解説などを行ってきています。

開催は、鹿児島市立病院の講堂で、平日の夕方に 1時間程度行い、毎回約 100名 が参加

していただいています。

この新生児セミナーのお陰で、一般周産期医療施設との連携がスムーズに行われるように

なり、母体搬送、新生児搬送も定着してきており、昭和 50年 代は全国でもワース ト10に

入っていた鹿児島県の周産期死亡率および新生児死亡率も、徐々に改善され、近年ではベス

ト10に 入るようになってきています。 マ

今後も新生児セミナーを続けていき、鹿児島県の周産期医療の発展に尽くしていきたいと

思います。



鹿児島市立病院建設工事
～着工1年を迎え～

病院建設室

室長 上 田 良 二

月日が経つのも早いもので、新病院の着工より約 1年 が経過
いたしました。

新病院の工事現場では、本棟本体工事を施工している竹中
・植村 ・南生 。三和特定建設工

事共同企業体をはじめとする施工者や監理者合わせて 21の 業者が連 日
の猛暑の中、万全の

安全管理のもと、本日も新病院完成に向け
一致団結して工事を進めております。

施工者以外にも新病院の工事は多くの関係者のご協力を
いただいており、こうした皆様の

ご努力により、これまで無事故で計画どお りに進められております
ことを感謝申し上げます。

この機会にこれまでの工事内容や全体工程についてご説明いたします。

まず、昨年 9月 の着工後、 10月 から建物敷地の液状化対策として地盤改良
工事を行いま

した。

騒音や振動を低減する 「静的締固め砂杭工法」で、砂を強制的に地中
に押し込み直径 70cm、

長さ 20mの 砂状の杭を、 1万 m2を 超える施工範囲に4台
の重機を使用し、計 2,943本 、

約 2ヶ 月半で造成いたしました。

昨年末から本年 3月 にかけて杭工事を行い、建物の重量を支える、長
さ 53～ 63m、 直

径 1,2～ 198mの コンクリ
ー トの杭を計 132本 打設いたしました。

4月 からは基礎の躯体工事に着手しました。鉄筋
・型枠 ・コンクリ

ー トエ事を順次進めて

いき、 8月 に基礎の床部分の施工が完了しました。

地盤改良工事 (平成 24年 10月 ) 基礎工事 (平成 25年 6月 )



写真 1 積 層ゴムアイソレーター設置状況 写真 2 オ ィルダンパー ※ 製品検査時の写真

新病院では地震時にも病院としての機能を維持できるように、「免震構造」を採用し、「積層

ゴムアイソレーター (写真 1)」や 「オイルダンパー (写真 2)」 などの免震装置を設置してい

ます。地震時にはこれらが水平に動き、建物上部に伝わる揺れを軽減いたします。

免震構造を採用した建物は、県内でも少ないため、建築関係者などの関心が非常に高く、

現場見学会を行った際には建築士会の方々をはじめ、約 250名 の参加がありました。

また、森市長も8月 5日 現場において、免震装置の設置状況を見学しております。

次に全体工程ですが、昨年 9月 に本棟、本年 7月 には別棟のエネルギーセンター (本棟への

電力等の供給施設)の工事に着手し、平成 27年 1月末の竣工を予定しております。

今後の作業につきましては、 8月 末より鉄骨の建方が始まり、数ヵ月後には最上階まで鉄

骨が組み上がり、建物の形状が分かってまいります。平成 26年 度になりますと、本棟工事

などと並行して、外構 ・植栽等を行います。

竣工まで先は長いですが、 1日 1日 を大切に、着実に作業を進めてまいります。

また、工事とは別に、現在、新病院での診療体制や機器、移転等の検討も進めており、こ

うしたことも徐々に皆様にお知らせ申し上げたいと考えております。

新しい病院が、患者家族等の利用される皆様に喜ばれるよう、最善を尽くしてまいります

ので、今後とも各方面からご指導、 ご 協力をお願いいたします。

項 目 平成24年 度 平成25年 度 平成26年 度

本
棟
工
事

地盤改良、杭工事 |   |

躯体工事

基礎 (免震)|

1 工事  |

内外装工事 弓
内外 装 工 事  |

検査・竣エ

エネルギーセンターエ事

太陽光発電装置'太陽熱集熱設備

屋外照明、外溝、屋上緑化、植栽工事

表 1 全 体工程



診療科紹介 ～内科～

鹿児島市立病院内科は、この春大幅に人員

が入れ替わりました。

長らく当院内科を支えてこられた福岡忠博

部長、太良光利科長が平成25年 3月 末にて

定年を迎えられ退職されました。両先生の長

年の功績を受け継ぎつつ、新たな風を吹き込

もうということで、本年 4月 より頂崎哲郎

科長、川田英明科長、八木朋子医師、そして

小生の4名 が鹿児島大学より着任いたしま

した。現在のスタッフは、上記のほかに堀

之内秀治科長、能勢裕久科長、籾博晃科長、

宇都正科長、林大輔医師、新村昌弘医師、

坂上公太医師の計11名 となってお ります。

その他当院の初期研修医が平均 5名 程度ロー

テー トしており、大所帯となっております。

当院は、循環器科および消化器科と共に

日本内科学会認定教育施設となってお り、

後期研修医の研修の
一
翼を担ってお ります。

その他にも、 日本神経学会教育施設、 日本

感染症学会認定研修施設、 日 本呼吸器学会

関連施設、 日 本糖尿病学会認定教育施設、

日本血液学会専門医研修施設に認定されて

お り、各種専門医取得のための認定施設と

しての機能も担ってお ります。

当科の診療内容といたしましては、鹿児島

大学の神経内科、呼吸器内科、糖尿病内分泌

内科、血液膠原病内科の各講座より医師が派

内科

科長 池 田 賢 一

遣されていることより非常に多岐にわたって

おります。以下に各科の特徴につき述べさせ

ていただきます。

<神 経内科>

髄液検査

神経内科は、常勤が池田、能勢、林の 3名

であり、新名清成前副院長に非常勤にて外来

診療のお手伝いをいただいております。外来

におきましては、頭痛、めまい、しびれ、認

知症、パーキンソン病を初めとする神経難病

など神経疾患に関しまして幅広く対応してお

ります。また、入院におきましては、髄膜炎

などの神経感染症や意識障害を伴うような神

経救急疾患などを中心に担当しておりますが、

その他にも不明熱など診断がはつきりしない

疾患に関しましても対応しております。



<呼 吸器内科>

気管支境検査

呼吸器内科は、頂崎、籾、新村、坂上、八

木の常勤 5名 で診療に当たっております。肺

癌を中心とした悪性腫瘍、肺炎、気管支炎な

どの呼吸器感染症、気管支喘息、過敏性肺臓

炎などのアレルギー疾患、慢性閉塞性肺疾患、

気管支拡張症、間質性肺炎などに対して入院、

外来通院での診療を行っています。また重篤

な呼吸不全を呈する患者、透析を必要とする

患者等特殊な病態の患者など、集中治療を要

する症例にも対応しています。

<糖 尿病内科>

糖尿病内科は、常勤が堀之内、宇都の 2名 、

非常勤にて中島雅恵医師が診療にあたってお

ります。血糖コントロール不良例に対して、

患者さんの病態に即した治療法を選択できる

ように努めています。本年度からCSII(持

続皮下インスリン注入)、 CGM(持 続血糖モ

ニター)を 導入しました。年々、合併症の進

行した患者さんが増えつつあり、各科との連

携が欠かせません。ハイリスク患者の合併症

予防のため、糖尿病療養指導士による透析予

防外来、フットケア外来を開設しています。

マンパワー不足をテーム医療で補いながら、

地域のエーズに応えていきたいと思います。

<血 液膠原病内科>

血液膠原病分野では、現在のところ川田が

常勤 1名 で対応しております。外来では、太

良先生の患者様を引き継ぎ、良性から悪性疾

骨髄穿刺

糖尿病教室



患まで、幅広い疾患の患者さんの外来治療継

続し更に新規の紹介患者様の診療を行ってい

ます。悪性の血液疾患の外来化学療法を 5月

より開始しました。また、膠原病分野では、

関節リウマチを中心に外来診療を開始してい

ます。入院では、血液悪性疾患である悪性リ

ンパ腫、成人T細 胞白血病、多発性骨髄腫の

入院治療を4月 より再開し、化学治療を行っ

ています。膠原病疾患でも4月 より外来だけ

ではなく、入院治療を開始しています。現在、

患者数も両分野共に徐々に増えてきている状

況となっております。

その他、当科には感染症診療に携わるもの

が多く、感染症専門医、抗菌化学療法専門医

なども在籍しており、感染症診療に関しまし

ても幅広く学べる環境となっております。ま

た、ICDの 資格を取得しているものも3名 在

籍し、院内 ICTで は能勢を中心に4名 がメ

ンバーとなって積極的に活動しております。

以上のように当院内科は鹿児島大学の各講

座より派遣を受けている混合部隊ではござい

ますが、スタッフの年齢が近いこともあり皆

仲が良く、和気謁謁とした雰囲気で診療にあ

たっております。毎週水曜日は内科全体の回

診を行つており、いろいろな意見を自由に出

し合いながら議論を重ねており、自分の専門

分野以外に関してもお互いに勉強になってお

ります。顔ぶれが変わったことで、中身もさ

らに 「change」して、内科全体のactivityを

益々上げていけるようスタッフ全員で努力し

ていく所存でございます。

今後ともご指導ご鞭撻のほど何卒宜しくお

願い申し上げます。



看護科紹介 ～ 7階病棟～

この夏、一番
“
HOT"な 病棟 !

記録的な猛暑となった2013年 の夏。しかし

7階 病棟はいつでも外気に負けないくらい
“
HOT"な 病棟です。今回は、私たちの

“
HOT"

な事情をご紹介します。

7階 病棟は、救命救急棟

と本館の最上階にある広い

病棟です。 3年 前、病棟再

編で東西の病棟がひとつに

なり誕生しました。東側か

らは桜島の七変化を、西側からは中央駅の観

覧車 「アミュラン」と感動的なサンセットシー

ンを見ることができ、その眺望はなんともぜ

いたくです。今年も患者さん方と錦江湾サマー

ナイト大花火を楽しみ、暑い夏を満喫しました。

また、 7階 病棟は内科と耳鼻いんこう科と

いう珍しい組み合わせの混合病棟です。しか

し意外と関連深く相性も良く、両科の医師と

もに和気あいあいとしています。スタッフは

看護師34名 (女性30名 、男性 4名 )、看護補

助者 7名 の大所帯です。今春は、たくさんの

新しい仲間を迎え、病棟の顔ぶれもだいぶ変

わりました。しかし、病棟経験は短くても平

均年齢は36.3歳ですから、看護師経験豊富な

ベテランがずらり。それぞれが自信と目標を

持ち、いろいろなことに取り組んでいます。

みんな明るくて元気 1笑顔が自慢のスタッフ

です。

入院されている患者さんの疾患や病態はさ

まざまですが、もっとも多いのはやはり、が

んの患者さんです。はじめて病名を告げられ

た方、不安を抱えて手術や化学療法、放射線

療法、緩和医療を受ける方、そして遠い国ヘ

旅立つ方。これはどこの病棟でも同じでしょ

うが、病とともに生きる人々の、たとえ微力

でも力になりたいという
“
熱き
"思
いに満ち溢

れています。

そんな中で、最近むくむく盛り上がってきて、

とても
“
HOT"な 話題が日腔ケアです。頭頚部

看護師長   山 本  む つみ

癌の患者さんは特に、治療によって日腔粘膜

障害に苦しみますが、少しでもその痛みや不

快感を和らげたい。また日腔の清潔によって

肺炎を予防したいという思いから、日腔ケア

テームが立ち上り、取り組みを開始しました。

夏に大勢で受験した日腔ケア学会認定の資格

試験の結果が楽しみです。

もうひとつの
“
HOT"は 、看護研究です。研

究的視点で看護を見つめ、疑問を研究し、積

極的に学会で発表しようと頑張っています。

今年度はいくつもの大きな学術集会が鹿児島

市で開催されました。日本看護倫理学会第 6

回年次大会、第44回 日本看護学会一老年看護
一学術集会では、大舞台で堂々と発表するこ

とができました。これから行われる日本看護

研究学会第18回九州 ・沖縄地方会学術集会で

も発表する予定です。苦手意識を関心へ変換

するために、

毎週水曜日

の朝は抄読

会を開き、

有志で楽し

く学習して

います。

最後に、

9月からPNS(Partnership Nursing Systern)

という看護方式を本格的に導入 しました。

これは看護師 2人 がパー トナーとして組み、

日々の看護を提供するシステムです。お互い

の持っている力を上手に出しあい、相乗効果

を狙います。すべての勤務で受持ち患者さん

を担当することにより、これまで以上に、患

者さんに必要なケア、患者さんが求めている

ケアが提供できると考えています。 自分の

受持ち看護師を見つけるたびに
“
ほっと
"

してもらえるよう頑張っていきます。今後と

も7階病棟をよろしくお願いします。

〈談話室から見た台風―過のさわやかな桜島〉
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鹿児島市立病院は認定看護師が 9分 野 (感染管理、新生児集中ケア、がん化学療法看護、

緩和ケア、皮膚 ・排泄ケア、集中ケア、手術看護、脳卒中リハビリテーション看護、救急看護)

16名 になりました。看護分野において実践 ・指導 。相談の役割を果たすことにより、看護

ケアの広がりと質の向上に貢献できるように日々頑張っています

感染管理認定看護師

土屋 香 代子

平成19年に感染管理認定看護師を取得し、

今年で 6年 目になります。今年度か ら施

設内の感染管理活動は 2人 目の感染認定

看護師が担 うこととな り、現在は中央材

料室に在籍 しています。物品の洗浄 。滅

菌業務や滅菌物の管理は感染管理上重要

なことであり、中央材料室内だけでなく

各現場でも適切に管理しなければな りま

せん。院内のICTメ ンバーの一員として、

環境ラウン ドでは滅菌された鋼製小物の

収納場所や環境を定期的に確認しています。

鹿児島県には現在23名 の感染管理認定

看護師が誕生してお り、年 2～ 3回 定期

的に集まり情報交換をしています。積極

的に参加しネットワークを強化することで、

感染の流行拡大や新たな感染症の出現な

どに、適切に対応していきたいです。

新生児集中ケア認定看護師

大脇 吉 子

新生児看護領域で、家族中心の看護を

実践するには、退院調整は欠かせないも

のです。

4月 から退院調整看護師として、医療

連携室に配属になり、今はまさに 「入院

時から退院を見据えた看護の提供」を痛

感しています。月に 2～ 3回 のNICU勤 務

と退院後に課題を抱えている児に対する

退院調整介入の提案 ・退院カンファレン

スヘの参加 ・企画をさせていただいてい

ます。認定看護師 ・退院調整看護師として、

児の成長発達に応じた看護の継続をめざし、

自らがアセスメン トしたことをスタッフ

や家族へ提案し、地域に 「つなぐ」役割

を担つていけるよう努力しています。一

方で未だに新生児看護に関し未熟さを感

じてお り、今後も日々学びの姿勢を持ち

続けたいと思います。

認定看護師紹介



緩和ケア認定看護師

塩満 多 華子

2009年 に緩和ケア認定看護師の資格

を取得し、今年で 5年 目になります。

現在は、医療連携室とがん相談支援

センターに所属 しています。緩和ケア

テーム専従看護師として、がんと診断

され不安をかかえなが ら通院 ・入院治

療を受けている患者 。家族が自分 らし

く望む生活が送れるように多職種でサ

ポー トする体制づくりに努めております。

また、地域の医療機関や施設との連携

を図 り、在宅支援の調整役を担ってい

ます。どのような状況におかれている

患者 ・家族であっても、生きる希望を

ともに見いだすことができるように気

持ちに寄 り添える存在でありたいと思
います。

皮膚・排泄ケア認定看護師

真方 美 紀

2009年 に皮膚 。排泄ケア認定看護師
の資格を所得 しました。現在医療連携

室に勤務 しています。院内では皮膚 ・

排泄ケア領域での看護実践を通 して、

スタッフの相談に応 じた教育活動や外

科外来で開設されるス トーマ外来の相談、

そして褥盾回診やNST回 診でのテーム

活動に取 り組んでいます。現在、院内
での横断的活動をいかして医療連携の

必要な患者様のために院外との調整役

を行っています。特に新生児や小児領

域では成長発達段階に応 じた トータル

ケアの提供に努めたいと考えております。

皮膚 ・排泄ケア認定看護師として専門

性をいかし患者様や ご家族、地域の皆

様が安心できる継続的な質の高い看護
の提供を心掛けております。

がん化学療法看護認定看護師

松元 由 紀子

がん化学療法看護認定看護師の資格

を取得 して 4年 目にな ります。その間、

自血病や悪性 リンパ腫、肝芽腫、肺細

胞腫瘍などでがん化学療法を受ける子

ども達 と家族に関わってきました。乳

児か ら思春期まで様々な年代の子供た

ちが、 3年 にも及ぶ辛い治療を安全に

安楽に受けることができるように、体

調の管理や心のケアを行っています。

保育士さんと共に様々な行事を通して、

楽 しい時間を過ごせるように工夫 して

います。また、治療を受けるわが子と
一緒に懸命に闘っている両親や、家で

我慢 しなが ら過 ごす兄弟のケアも必要
です。今後は地域 との連携も含め、子
どもたちの未来まで見据えた看護がし

たいと思つています。

集中ケア認定看護師

森 直 美

2012年 に集中ケア認定看護師を取得し、

現在中央ICUで 勤務しています。急性

期の患者が、集中治療を受けられてい

る時か ら、先を見据え、変化 している

瞬間を見逃さず、早くから元の生活が

できるように早期 リハビリテーション

を行なっています。看護実践では、「根

拠」を大切に指導することを常に心が

けて、日々のケアをスタッフと共に考え、

看護力の向上を目指 しています。また、

呼吸サポー トチーム (RST)の メンバー

として、人工呼吸器を装着されている

患者が、早期に人工呼吸器か ら離脱で

きるよう、医師を含めたメディカルス

タッフとともにチーム医療を行い、患

者にとって一番良い医療 ・看護を提供

していきたいと思います。



がん診療連携拠点病院研修会報告

鹿児島市立病院は、2010年 より地域がん

診療連携拠点病院の指定を受け、地域のがん

治療の中核病院として役割を担っています。

がん診療連携拠点病院の役割として、専門的

ながん医療の提供 (手術、放射線治療及び化

学療法を効果的に組み合わせた集学的治療や

早期からの緩和ケアの実施)、 地域のがん診

療の連携体制の構築 (研修や診療支援、患者

の受入れ 。紹介)、 がん患者 ・家族に対する

相談支援及び情報提供があります。毎年、二

次医療圏の医療従事者を対象とした研修会を

企画し開催することで、地域のがん診療の質

の向上、連携の強化を図つています。

研修会は、 「がんの早期診断に関する研修」 ・

「がん化学療法 ・放射線治療に関する研修」 ・

「緩和ケアに関する研修」をテーマに毎年開

催しています。また、 「がん診療に携わる医

師に対する緩和ケア研修会」を県内の緩和ケ

アに精通した講師にご協力いただきながら、

院内の医師、緩和ケアチーム、医事課職員共々

力を合わせて年一回開催しています。医師だ

けでなくコメディカルも含む研修を行うこと

でテーム医療を意識した研修会を目指してい

ます。県内から参加される医師 ・コメディカ

ル、当院の職員との顔の見える地域連携を深

める場所となっています。今年度は、11月

16日 (土)、 11月 17日 (日)の 2日 間、 か ご

しま福祉プラザで開催予定です。

がん診療連携拠点病院第
一部会事務局

塩満 多 華子

『CT・ MRIに よる腹部断層画像診断の有用性』

鹿児島大学大学院 放 射線診断治療学教室

講師 福 倉良彦

平成 25年 8月 9日 (金)

参加者 :院外33名、院内54名

CT・ MRIの 技術の進歩により、画像診断

の質が向上していることや短時間の撮影が可

能になり、必要な情報が容易に得られるよう

になっていることなど改めて医学の進歩を感

じた講演でした。

CTの 有用性としては、X線 の透過作用に

よる成分評価で、水 ・空気 。金属 。脂肪など

の描写に優れるが、空気分解能 。時間分解能

が高く、臓器に対しては造影が必要であり、



造影のタイミングが大事になります。MRIに

ついては、人体の磁力を映像化したもので、

MRCPな どの高コントラス ト画像が可能です。

拡散強調像やEOB造 影、脂肪抑制画像や化

学シフト描出による脂肪性病変描出にすぐれ、

また勝脱や子宮などの骨盤臓器の描出に優れ

るなどの特徴があります。

がん治療の領域だけに限らず、画像診断は

重要だと痛感した研修でした。

『緩和ケアとグリーフケア』

相良病院 副 院長 斉 藤 裕

平成 25年 8月 26日 (月)

参加者 :院外48名、院内62名

斉藤先生の優しい空気に包まれて研修が始

まりました。講演の内容は、 「緩和ケアの概

念、アドバンス ・ケア ・プランエングlACPl」

「がんになった親のこどもを支えるプログラ

ム(CLIMBn 「 家族 ・遺族のグリーフケア」

でした。参加者は、県内の他施設の方が多く

参加され、緩和ケアに対する関心の高さがう

かがえました。時期や治療の場所に問われず

に提供され 「苦痛(つらさ)」に焦点を当てて、

「何をしたいか」 「何を大切にしているか」

は患者 ・家族によって異なることを医療者は

理解して包括的なアセスメントとチームアプ

ローチが必要であることを再確認しました。

アドバンス ・ケア ・プランエング(ACP)は、

今後の治療 。療養について患者 ・家族とあら

かじめ話し合うプロセスが重要で結果ではな

くそのプロセスを大切にすることでお互いの

想いを伝え合うことができることを学びまし

た。しかし、どの時期に医療者の方から話を

するべきか結論はでない問題であり、医療者

もACPを 意識することが大切なことである

と感じました。

“
人間の五感をフルに使って、見て、聴い

て、語 り合う
"が
緩和ケアの極意であるとメ

ッセージをいただきました。

今年度、がん化学療法 ・放射線治療に関す

る研修は 呼Lがんの化学療法」で開催予定です。

昨年度は、下記の内容で開催しました。

・がんの早期診断に関する研修

「子宮頸がん診断の新しいアプローチ」

。がん化学療法 ・放射線治療に関する研修

「メディポリスがん粒子線治療研究センター

における粒子線治療」

・緩和ケアに関する研修

「ともにある緩和医療Quality of lifeか

らQuality of llvesへ」

来年度も現場に役立つ内容の研修を企画し

たいと思います。医療従事者の皆様の参加を

お待ちしております。
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医療安全管理室の紹介

医療安全管理室室長

植田 み よ子

地域の急性期医療を担う中核病院である当院の基本理念 「安心安全な質の高い医療の提供」

の基盤である医療安全の確保に向けた取り組みを組織横断的に推進していく部門として、平

成19年 4月 に新設されてから6年 半が経過いたしました。開設当時、専従職員 2名 から現在

は他部署兼任職員も含め、医療安全管理室長、医療安全管理者、院内感染対策看護師、医療

安全相談員、保安指導員、事務職員の8名 となりました。

医療安全管理室職員は、患者さんの立場に立ち、医療事故の発生や再発を防止し 「安心安

全な医療」を提供するとともに、 「医療の質」を確保するために、時には悪戦苦闘しながらも、

日々、各自の役割を自覚し医療安全管理確立に向けて取 り組んでいます。さらに、業務に関

わる全職種が、情報を共有し、連携 ・協働しながら、医療事改防止に取 り組むテーム医療を

行っています。また、テーム医療の中心にある患者 ・家族の方にも医療安全推進のため、多

くの協力を頂いています。まだまだ医療安全管理が、不十分なところもありますが、 「医療

の質保証」確保のため、通進したいと思います。

憲者 の営榛 ヘ

『お名前をお答えくださしヽ』
普毒さんの関連 い をな くす ための お練 いてす

受 l A 1 8青や検査の 前に、韓 曇が お名 前 をお聞 き しますの で、

フルネームでお合え下さい。

処置室

機査室 、採 血室

薬 の受 け渡 し時

な どに確 認 を させ て頂 きます。

ご協力 をお願 いいた します。

3首 さんからご指摘下さい。

KYカ ードについて全入院患者さんに

説明 ・協力依頼

外来受付カウンター電光掲示



鹿児島市立病院
(感染制御チーム InfectiOn Control

ICT
Team)回 診の紹介

鹿児島市立病院感染管理者

小児科部長 鮫 島 幸 二

当院ICTは 上部の「感染症予防対策委員会」、 「感染症予防対策委員会専門部会」の元で実
践的感染予防活動を行うチームです。

ICTは 多職種で構成しておリメンバーは以下の通りです。

医 師 :能勢(ICD,内 科)、鮫島(ICD,小 児科)、濱崎 (ICD,呼 吸器内科)、籾 (呼吸器内科)、
、    下 野(救急救命科)、池田(ICD,内 科)、 本高 (外科)｀
看護師 :久保 (ICN,医 療安全室)、土屋 (ICN,中 材)、 森 (4階病棟)、 八丸 (中央手術室)、

竹沢 (ICN,小 児科病棟)、谷日 (中央手術室)、有馬 (救急ICU)、江日(7階病棟)
薬剤師 :久保井ICP、 能 見   細 菌検査技師 :原日、 奥   事 務部 :サ|1邊

(※ICD、ICN、ICPは学会認定の感染制御専門資格を持つ医師、看護師、薬剤師の略です)
主な活動にICTラ ウンド(ICT回診)が ありますので今回はこれについて紹介します。
ICTラ ウンドは細菌検査室で検出された細菌データを基に週単位で血液培養を監視し、血
液細菌培養陽性者について毎週月曜日、各メンバーが集まってカンファレンスをしています。
培養検体の中で血液や髄液は本来無菌なものなので、ここから検出される細菌は即病原体と
いうことになり速やかに治療しなければ生命の危険を伴うことにもなりかねないので、これ
を注視しているわけです。

この中で病院内感染が疑われる事例や多剤耐性菌の検出事例については、抗菌薬は適正に
使用されているか、細菌培養検査は適宜実施されているか、感染契機は何か、感染経路に問
題はないか、他の患者への感染防止ができているかなどを検討し、必要に応じて主治医の意
見や考えを聞いたり、患者さんのベッドサィ ドに赴いたり (病棟ラウンド)し て治療薬の助
言や追加培養のお願いをしたりしています。

また多剤耐性菌の蔓延を抑止するための薬剤監視 (届出 ・許可制薬剤の長期使用例の検討)
も行っています。

ICTラ ウンドは毎週月曜日午後 5時 前後からになり、病棟の勤務交代の時間と重なること
もありますがご理解とご協力をお願いします。

鹿児島市立病院だより 第 15号

発刊日:平成25年9月

発行者 :〒8928580 鹿 児島市加治屋町20-17

坪内 博 仁 鹿 児島市立病院長(事業管理者)
担 当 :医療連携室 ・広報委員会
TEL:0992163631

FAX:099-216-3632

U R L : h t l l ) : / / W w w  k c h  k a g o s h i m a . kそig o s l l l l n a . j p

この広報誌は、紙へのリサイクルに適した材料を用いて作成しています。
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